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      立冬も過ぎ朝晩の寒さも厳しくなってきました。 

      風邪やインフルエンザなどにかからないよう、 

手洗いうがいの習慣を心がけましょう。 

 

  ❝高齢者の肺炎球菌ワクチンについて❞ 
肺炎は、日本の死亡原因の第 3 位であり、年間約 10 万人以上の方がなくなっています。 

     特に、これからの時期は、風邪やインフルエンザに感染して免疫が低下した方が、 

     肺炎球菌に感染し持病が悪化したり、重篤な状態に陥ることになりかねません。 

     今までに接種をしたことがない 65 歳以上の方、過去5 年以上前に接種をして 

     2 回目の接種をまだしていない方は、インフルエンザの予防接種とともに 

肺炎球菌ワクチンも接種されることをお勧めします。 

 

    堺市では今年も高齢者の肺炎球菌ワクチンの予防接種を受け付けています。 

定期接種(Ｈ２７年度の対象者)以外の年齢の方も、任意で接種する場合、 

一部負担金助成で接種することができます。  

           接種の対象者   堺市在住で６５歳以上の方 

           患者さま負担金額   ４，０００円 

                  ※非課税世帯の方など、一部負担金が免除になる場合があります。 

    ご希望の方は窓口までお問い合わせください。※予約制 

  ❝年末年始のお知らせ❞ 

    12 月 27 日(日)～1 月 3 日(日)までお休みさせて頂きます。 

     定期的に受診されている方はお休み中にお薬がなくならないように 

受診して頂きますようお願い致します。 

お休み中は、ご迷惑をお掛け致しますが宜しくお願い致します。 

       ※休日夜間急病診療のご案内 

       堺市こども急病診療センター    小児科(中学生以下) 

         堺市西区家原寺町 1丁 1番 2号   堺市立総合医療センター隣 

            ℡ ０７２－２７２－０９０９ 

       堺市泉北急病診療センター     内科(中学生以下の方は受診できません) 

         堺市南区竹城台 1丁8番 1号    老人保健施設いずみの郷隣 

            ℡ ０７２－２９２－００９９ 

       ※救急医療相談窓口 

         救急安心センターおおさか   24 時間 365 日対応 

            ℡ ＃７１１９ または ０６－６５８２－７１１９ 



❝インフルエンザの予防接種を実施しています❞ 
   「インフルエンザ」とは、インフルエンザウィルスの感染によっておこる病気です。 

主な症状として、高熱(３８～４０℃)、鼻水、のどの痛み、せきなどの呼吸器症状とともに、頭痛、 

筋肉痛、全身倦怠感など全身症状を伴います。普通のかぜと比べ、重症化しやすく、特に心臓病、 

慢性の肺疾患、糖尿病、腎臓病などの慢性疾患をお持ちの方は肺炎を併発したり、持病を悪化させて 

しまう恐れがあります。 

予防するには、手洗い、うがいをこまめにする・外出時のマスクの着用・室内の温度、湿度を調節する 

と良いと言われていますが、最も効果的なのが、予防接種になります。 

まだ、接種されていない方は、お早めに接種されることをお勧めします。 

          ※予防接種専用日    11 月 28日(土)  14時～16時 

          ※予防接種可能な日 

            午前診  (木)・(土)      の診察時間内 (受付時間９時～１１時３０分) 

            午後診 (月)・(火)・(水)・(金) の診察時間内 (受付時間 18時～19時３０分) 

          ※堺市在住で 65歳以上の方の予防接種は、H28 年 1 月 31 日までとなっております。 

                    《詳しくは 窓口まで》 

❝インフルエンザにかかったかな？ と思ったら。。。❞ 
   インフルエンザのお薬は、48 時間以内に服用を開始するのが良いとされています。 

速やかに医療機関の受診をしましょう。但し、発熱してから 12～24時間以上経過しないと 

インフルエンザにかかっていても検査の結果が“陰性”と出る場合がありますので、一旦自宅で様子を 

見てから受診してください。(全身状態の悪化や、けいれん発作、意識混濁など緊急な場合は、 

すぐに病院へ受診して下さい。) 

   医療機関から処方されたインフルエンザのお薬は、必ず最後まで飲み切って下さい。 

途中でやめてしまうと、体の中にウィルスが残ってしまいます。 

安静にして睡眠を十分にとること、また高熱によって脱水症状が起こらないように水分を 

しっかり補給することが大切です。また、他の人への感染を防ぐため外出は控え、手洗い、 

マスク着用を徹底しましょう。 

❝マスクの着用をおねがいします。❞ 
インフルエンザの疑いのある方、またかかられた方、せきなどの風邪症状のある方など、 

受診される時は、マスクの着用をお願いします。 

   インフルエンザの疑いのある方は、事前にお電話で受診されることを連絡していただくと、 

今現在の混み具合や直ぐに受診できる時間帯などをお伝えさせて頂いております。 

   また、高熱・下痢嘔吐・インフルエンザの疑いがある方は、個室の待合へご案内させて頂いておりますの

で、受付にてお申し出下さい。 

   診療所には、さまざまな病気をお持ちの方がいらっしゃいます。 

感染防止のため、何卒ご協力のほどよろしくお願い致します。 

   これからの時期は、インフルエンザが流行します。 

   「インフルエンザにかかったかな？」 と思ったら、まわりの方への感染を防ぐため、 

速やかに医療機関を受診するようにしましょう。 

                                 次回１２月２０日頃発行予定 


